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ながの祭典ニュース 
 企画が決まりました！ 

 

◎11/13 特別音楽会 

《演奏曲》 こわしてはいけない ～無言館をうたう 

池辺晋一郎さんの指揮で、県内 120 名、全国 80名、計 200 名の合唱を目標にしています。 

 

◎11/14 大交流フェスタ     何を歌ってどう楽しむ？ 

１．《演奏曲》 ハート・オブ・アラスカ～偉大なる大地（田楽座とともに）  

大地、生命、海、空の 4つの太鼓のリズムにのって、国も文化も民族も超えて、世界の人々

の融和を願う「祝祭」を、会場の皆さんとひとつになって楽しみたい。 

２．しあわせいっぱいの会  

《演奏曲》 そんな町を  にじ 

障害があってもなくても同じ社会で生きる大切な仲間。あなたの笑顔がみんなの笑顔に。 

３．いっしょに歌おう！ 保育のうたごえ！！  

《演奏曲》 ぼくらはげんき  つなごう明日に向かって 

子どもたちの今、そして未来に思いをよせてくれる全ての皆さん、子どもも大人もいっしょ

にステージで歌い踊りましょう。 

４．女性のうたごえ合同  

《演奏曲》 みんなのなかへ（平和の詩）  あの鐘を鳴らすのはあなた 

希望・夢・平和な世界の実現をめざし、500 人の大合唱を心ひとつにうたいあげましょう。 

５．《演奏曲》 ぞうれっしゃがやってきた   

20 分の短縮バージョンですが、作曲されて 40周年の今年は、1000 人のぞうれっしゃを走ら

せましょう。 

６．うたえば青春  

《演奏曲》 雪山讃歌  里の秋 

心かよう社会が未来にひきつがれることを大切にし続けてきた先輩方！ 

今こそ、うたえば青春です。 

 

 



７．日本海の絆 原発のない未来へ  

《演奏曲》 角田山（新潟） 朱鷺が舞う（石川） 停まった（福井） とべないホタル より さがしに行こう（富山） 

柏崎刈羽原発の再稼働の是非が問われる今、能登半島地震の復興もなかなか進まない。 

日本海の絆を全国の仲間と、歌をもって支えあいあたい。 

～～日本海の絆・北陸信越合同と全国の仲間とで、歌い合おう、支え合おう。 

８．《全員合唱》 大地讃頌  

中村雅夫先生の指揮で、大地と平和への感謝を会場いっぱいに響かせましょう！ 

９．いのちのステージ  

《演奏曲》 いのち  ちいさなひとしずく 

医療従事者、教職員のみならず、いのちや平和を大切に思う人と共に歌いたい。 

１０．青年合同  

《演奏曲》 世界がひとつになるまで  祈ってもいいだろうか 

人とつながることがコロナ禍でできなかった近年、スマホ相手でなく、となりの友達と想い

をよせて歌いたい。 

１１．男声合唱  

《演奏曲》 凍える街に  その日のために 

佐賀祭典で大きな感動を呼んだ男声合唱、全国の男性のみなさん！熱い歌声を響かせましょう。 

１２．若者とともに  

《演奏曲》 人間のうた 

世代を超えて若者とともにこの曲を歌えることは、とても大きな意味を持つと思います。 

１３．オムニバス いのちのふるさと  

《演奏曲》 いのちはひとつ  子どもは･･････  びろう葉帽子の下で その五 

「緑のくに それは いのちの ふるさと」という祭典のテーマで新曲を作っていただきました。 

みんなが歌える曲を、作曲家ご自身の指揮で歌います。 

１４．《演奏曲》新世界  

2003 年日本のうたごえ祭典 in ながので創られた曲で、ドボルザークの家路です。 

編曲者の池辺晋一郎さんの指揮で歌います。 

 

 

長野では、8月 2日の「100 日前イベント」で、ゲスト以外のプログラムを

全部通します。 

全国の皆さん、各地で練習を重ねて、ながの祭典にご参加ください。 


